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NO. 82

学校教育での子どもの成長保障について

不
登
校
が
増
え
る
中
学
校
で

35
人
以
下
学
級
の
実
施
を

特
別
支
援
教
育
の
充
実
を

危
険
空
き
家
に
よ
り

高
槻
小
学
校
区
の
通
学
路
が
変
更
に

　
不
登
校
は
心
の
休
息
を

必
要
と
し
て
お
り
、
そ
の

子
に
と
っ
て
は
や
む
を
得

な
い
こ
と
で
す
。
一
方
で

子
ど
も
が
行
き
た
く
な
る

学
校
に
な
る
よ
う
、
改
善

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
不
登

校
の
子
ど
も
の
人
数
は
、

前
年
よ
り
18
人
増
え
て
、

２
０
１
８
年
度
は
１
０
９

人
。
小
学
校
１
校
に
平
均

で
も
、
２
人
か
３
人
は
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
中
学
校
で
は
、２
０
１
８

年
度
は
２
０
３
人
と
、
こ

の
５
年
間
２
０
０
人
台
で

高
ど
ま
り
で
す
。
中
学
校

１
校
に
平
均
で
も
、
不
登

校
の
子
ど
も
が
11
人
は
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
英
語
教
育
の
早
期
化
な

ど
、
多
く
の
子
ど
も
が
、

授
業
か
ら
取
り
残
さ
れ
る

心
配
が
あ
り
ま
す
。　
中

学
校
で
も
、
小
学
校
で
実

施
し
て
い
る
35
人
以
下
学

級
を
実
施
し
、
き
め
細
や

か
な
支
援
を
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

～ 9月議会で一般質問をしました～

　
支
援
学
級
の
在
籍
児
童

数
は
、
２
０
１
３
年
度

１
０
８
５
人
。
２
０
１
９

年
度
は
１
８
１
６
人
と
、

こ
の
６
年
間
で
1.7
倍
近
く

に
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
支
援
学
級
は
、
８
人
以

下
の
子
ど
も
で
つ
く
る
こ

と
が
文
部
科
学
省
の
方
針

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

間
の
教
員
の
増
加
率
は
、

在
籍
児
童
数
の
伸
び
の
６

割
弱
で
、
教
員
１
人
あ
た

り
の
担
当
生
徒
数
は
4.4
人

か
ら
5.4
人
に
増
え
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
、
知
的
障

害
と
自
閉
・
情
緒
障
害
の

子
ど
も
の
人
数
は
1.8
倍
に

な
り
、
学
習
、
行
動
面
で

違
い
の
あ
る
子
ど
も
達
へ

の
支
援
が
大
切
で
す
。

　
特
別
支
援
教
育
を
担
当

す
る
教
員
の
増
員
を
大
阪

府
に
求
め
る
よ
う
主
張
し

ま
し
た
。

　
支
援
学
級
の
担
任
と
と

も
に
学
習
の
支
援
を
す
る

学
習
活
動
支
援
員
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
小
中
全

校
で
59
校
の
年
間
の
授
業

で
、
学
習
活
動
支
援
員
が

つ
く
の
は
40
日
。
週
２
日

か
３
日
だ
け
、
派
遣
さ
れ

る
の
も
わ
ず
か
18
校
で

す
。
学
習
活
動
支
援
員
の

増
員
を
求
め
ま
し
た
。

通
級
指
導
教
室
の

増
室
を

通
学
路
の
早
期
復
活
を
求
め
る

　
こ
の
教
室
は
上
手
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
な
い
、
発
音
が
正
し
く

で
き
な
い
な
ど
、
特
別
な

指
導
が
必
要
な
子
ど
も
が

通
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
度
は
通

級
指
導
教
室
の
子
ど
も

は
小
中
で
１
２
７
人
、

２
０
１
９
年
度
は
１
７
８

人
と
大
き
く
増
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
教
室
の
数

は
、
今
年
度
は
小
学
校
で

９
校
、
中
学
校
で
３
校
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
他
校
か

ら
通
っ
て
い
る
子
ど
も
は

小
学
校
１
４
５
人
中
90

人
、
中
学
校
で
は
33
人
中

27
人
と
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
通
級
指
導
教
室
が
あ

る
学
校
の
子
ど
も
は
、
授

業
時
間
内
に
、
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
他
校
の
子
ど
も
は
、

放
課
後
に
保
護
者
な
ど
が

連
れ
て
行
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
自
分
の
学
校

で
通
え
る
な
ら
教
育
効
果

も
改
善
さ
れ
ま
す
。
通
級

指
導
教
室
を
計
画
的
に
増

や
す
た
め
、
国
、
府
へ
の

働
き
か
け
を
強
め
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　
昨
年
の
大
阪
北
部
地
震

の
影
響
で
、
高
槻
小
学
校

区
で
は
、
通
学
路
に
面
し

て
い
る
空
き
家
の
か
わ
ら

が
ず
れ
、
落
ち
そ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
道

は
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が

通
る
中
心
的
な
通
学
路
で

し
た
が
、
子
ど
も
が
通
る

の
は
危
険
だ
と
通
学
路
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

変
更
し
た
通
学
路
は
、

交
通
量
が
多
く
危
険
で

す
。
今
ま
で
の
通
学
路
を

使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
保
護
者

や
、
地
域
安
全
セ
ン
タ
ー

か
ら
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
市
議
会
で
危
険

な
空
き
家
の
対
策
を
と

り
、
こ
の
通
学
路
を
復
活

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
現
在
、
高
槻
市
は
空
き

家
対
策
の
具
体
化
を
進
め

て
い
ま
す
。
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市バス敬老パス見通しの審議が始まりました
高齢者福祉専門分科会に出席しました（10月 8日）

　
高
齢
者
無
料
乗
車
証
に

つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら

は
、「
市
バ
ス
が
無
料
だ

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行

け
る
が
、
有
料
だ
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
回
数
も
減

る
」、「
収
入
が
少
な
い
人

や
、
不
便
な
地
域
は
買
い

物
や
病
院
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
」、「
敬
老

パ
ス
を
利
用
し
て
出
掛
け

る
人
が
多
い
。
そ
れ
で
、

高
齢
者
が
元
気
な
の
か
と

思
う
。
市
バ
ス
は
継
続
し

て
欲
し
い
の
で
市
バ
ス
が

赤
字
に
な
る
な
ら
、
高
齢

者
も
お
金
を
は
ら
う
こ
と

も
し
か
た
が
な
い
」、「
介

護
予
防
で
介
護
保
険
の
経

費
も
安
く
な
っ
て
お
り
、

市
の
た
め
に
も
な
っ
て
い

る
。
総
合
的
に
み
て
も
ら

い
た
い
。
赤
字
で
大
変
で

あ
れ
ば
、
対
象
年
齢
を
70

歳
か
ら
75
歳
に
引
き
上
げ

て
も
と
思
う
が
、
高
槻
市

は
基
金
も
中
核
市
の
中
で

も
多
く
、
借
金
も
少
な
い

か
ら
継
続
し
て
欲
し
い
」、

「
敬
老
パ
ス
は
高
槻
の
宝
。

高
槻
市
は
市
民
病
院
は
な

い
が
敬
老
パ
ス
が
あ
る
。

高
齢
者
福
祉
全
体
で
考
え

る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

き
よ
た
議
員
は
、
健
康
寿

命
が
大
阪
府
内
で
高
槻
市

は
２
番
目
に
長
く
な
っ
て

い
る
こ
と
、
介
護
認
定
率

は
16
・
５
％
と
低
く
、
介

護
保
険
へ
の
市
の
負
担
も

少
な
く
す
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
の
効
果
を
指
摘
。
35

年
連
続
で
高
槻
市
の
財
政

は
黒
字
で
あ
り
、
生
活
が

苦
し
い
高
齢
者
に
負
担
を

求
め
ず
、
市
の
市
バ
ス
へ

の
補
助
金
全
体
の
見
直
し

と
現
行
制
度
の
維
持
を
求

め
ま
し
た
。

国
・
府
と
市
の
財
政
支
援
に
つ
い
て

次
回
の
分
科
会
日
程

患
者
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
と
運
営
状
況
の
改
善
を

大
阪
医
大
に
移
転
の
三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

高
槻
・
島
本
夜
間
休
日
応
急
診
療
所
の

　
　
　
　
　
　
移
転
場
所
（
案
）
は
弁
天
駐
車
場

　
９
月
11
日
の
福
祉
企
業
委
員
会
協
議

会
で
、
三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
６
年
度
に
患
者
の
受
け
入
れ

を
断
っ
た
件
数
は
３
０
６
件
で
、
断
っ

た
理
由
で
多
い
の
は
、
I
C
U
の
満

床
、
手
術
中
、
対
応
科
な
し
で
す
。
昨

年
度
も
３
７
７
件
の
受
け
入
れ
を
断
っ

て
い
ま
す
。

　
現
施
設
は
耐
震
性
が
確
保
で
き
て
お

ら
ず
、
敷
地
面
積
が
狭
い
こ
と
が
課
題

で
す
。

　
下
記
の
基

本
的
な
考
え

方
を
も
と
に

関
係
機
関
と

検
討
し
た
結

果
、
高
槻
市

八
丁
西
町
の

弁
天
駐
車
場

敷
地
が
適
地

アクトモールアクトモール

クロスパレス高槻クロスパレス高槻

夜間休日応急診療所の
移転場所（案）である
弁天駐車場

郵便局

JR高
槻駅

阪急
高槻
市駅

高
槻
阪
急

大
阪
医
科
大
学

大
丸

松
坂
屋

日
時
：
11
月
５
日
14
時
～

場
所
：
市
役
所
総
合
セ
ン

タ
ー
12
階

　
予
定
で
は
そ
の
後
、
分

科
会
の
意
見
が
ま
と
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
３
市
１
町
（
高
槻
市
、
茨
木
市
、
摂

津
市
、
島
本
町
）
の
現
行
補
助
額
は
年

間
４
億
５
千
万
円
。
10
年
分
で
あ
る

45
億
円
を
上
限
と
し
て
10
年
か
け
て
支

援
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
国
、
大
阪
府

の
現
行
補
助
額
は
３
億
１
千
万
円
。国・

府
・
市
の
具
体
的
な
支
援
額
は
今
後
の

協
議
で
決
め
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
き
よ
た
議
員
は
、
患
者
の
受
け
入
れ

体
制
や
運
営
状
況
を
改
善
さ
せ
、
今
よ

り
良
い
水
準
に
な
る
よ
う
に
今
後
も
国

や
府
、高
槻
市
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

だ
と
す
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
現
行
の
診
療
科
目
（
内
科
、
外
科
、

小
児
科
、
歯
科
）
な
ど
初
期
救
急
医
療

体
制
の
維
持

●
設
置
場
所
は
、
地
域
の
医
療
環
境
を

踏
ま
え
て
検
討

【
現
施
設
と
弁
天
駐
車
場
と
の
比
較
】

※
（　
）
内
は
現
施
設
の
敷
地

●
延
べ
床
面
積
―
約
１
０
０
０
㎡

（
７
２
０
㎡
）

●
駐
車
台
数
―
約
50
台
（
25
台
）


